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クリスマスの恵みは、毎年変わります。しかし、味

わいの深さというものは、より一層、豊かになってい

くようです。やはり、1年の歩みの、締めくくりの時

期に位置しているからでしょう。 

2020年は、コロナで展開した1年でした。でも、

その中で神様は、驚くべき恵みを開いて下さいました。

特筆すべきは、2月に小倉慶太兄と裕香姉の結婚式が

行えたことです。コロナの感染が広がる直前でした。

素敵な披露宴も行えましたし、ハワイへの新婚旅行に

も行けました。今振り返ると、ギリギリのタイミング

で全てが守られました。同じ月に、石﨑美保姉が受洗

をなさいました。この時もアメリカに行けたのです。 

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
感謝満載！ 
 

主管牧師 藤林イザヤ 
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春休みは、学校も一斉休校になりましたので、短期

留学スペシャルを実施して、英語のトレーニング自体

は、相当レベルアップする方向を見いだしました。そ

こから、毎月ワンコインでネイティブの先生と話しす

る、ということも、スケジュール化できました。 

その後、イースター礼拝などもありました。会場を

借りて実施することは取り止めましたが、11月のコ

ンサートに向けて、十分な備えの時となりました。娘

の結婚式も延期になりました。でも、新しい形態で9

月に実施できました。さらに、8月にはHBCからユ

ースが来会下さり、バンドの形態が生まれました。今、

祈祷会、聖日礼拝でバンドによって伴奏されています。 

既に20周年記念コンサートは何度も述べました

が、感染拡大の直前に実施できました。当日も、150

名の方々が集まって下さり、大盛り上がりでした。 

神様って、実に豊かなお方ですね。感謝満載です！  
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2020年12月6日(日) 聖日礼拝 1１時００分  

主題『人生の謎を解く』 

説教者：今井直喜 

 

聖書箇所 ルカ2.1-7 

 2:1 そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が

出た。 

 2:2 これは、キリニウスがシリア州の総督であったときに行われた最初の住民登

録である。 

 2:3 人々は皆、登録するためにおのおの自分の町へ旅立った。 

 2:4 ヨセフもダビデの家に属し、その血筋であったので、ガリラヤの町ナザレか

ら、ユダヤのベツレヘムというダビデの町へ上って行った。 

 2:5 身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。 

 

《住民登録の勅令》 

ヨセフの婚約者マリアが、天のみ使いの言う通り身重になっている時、時の権力者、

皇帝から帝国に住んでいる人々に対して、登録をするようにという命令が出される。

ヨセフとマリアが住んでいる地域も帝国の支配下にあったので、彼らも、命令に従

いユダヤのベツレヘムへと向かう。 

 

Cf)コヘレト3:1 何事にも時があり／天の下の出来事にはすべて定められた時があ

る。 
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2:6 ところが、彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月が満ちて、 

 2:7 初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊ま

る場所がなかったからである。 

 

《宿屋には彼らの泊まる余地はなかった》 

妊娠中でありながら、ガリラヤのナザレからユダヤのベツレヘムまで、二人は旅を

する。ベツレヘムに到着するが、ほかにも登録のために多くの人々が訪れていたた

め、二人が泊まる宿がなかった。さらに間の悪いことに、マリアが産気づき、馬小

屋で赤ちゃんを出産することになる。 

 

Cf) ヨハネ 14:27 わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。

わたしはこれを、世が与えるように与えるのではない。心を騒がせるな。おびえる

な。 
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（メッセージ・ポイント） 

① 神の（   ）があることを知ろう。 
 

Cf) コヘレト 3:1 何事にも時があり／天の下の出来事にはすべて定められた時が

ある。 

 3:2 生まれる時、死ぬ時／植える時、植えたものを抜く時 

 3:3 殺す時、癒す時／破壊する時、建てる時 

 3:4 泣く時、笑う時／嘆く時、踊る時 

 3:5 石を放つ時、石を集める時／抱擁の時、抱擁を遠ざける時 

 3:6 求める時、失う時／保つ時、放つ時 

 3:7 裂く時、縫う時／黙する時、語る時 

 3:8 愛する時、憎む時／戦いの時、平和の時。 

 3:9 人が労苦してみたところで何になろう。 

 3:10 わたしは、神が人の子らにお与えになった務めを見極めた。3:11 神はすべ

てを時宜にかなうように造り、また、永遠を思う心を人に与えられる。それでもな

お、神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。 
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② 信仰をもって（    ）に立ち向かおう。 

 

Cf) ヨハネ 13:7 イエスは答えて、「わたしのしていることは、今あなたには分か

るまいが、後で、分かるようになる」と言われた。 
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【藤林邦夫師3分メッセージ】 『魂の大地』 
 

チェルノブイリ原発事故で大地が汚染されてしまいました。その大地を前

に、それでも作物を作るしか、生きていく道はない……と嘆く農夫の顔が悲

惨でした。 

日本でも明治時代に、足尾銅山の鉱毒で、田中正造というクリスチャン代

議士がこのように言っております。 

「鉱毒の害というのは、他の損害と違い、元金が無くなってしまう。地面

が無くなると同時に、人類もなくなってしまう。永遠にかかわる損害。これ

をそのままに置けば、人民は死に、国家は亡くなってしまう、ということを、

繰り返し、怒鳴るように話ししているのでございます」 

 

大地を失うことは、元金を失うことであり、人類の滅亡につながる大問題

であると考えて、天皇に直訴するっという過激な方法も採りつつ、民衆の側

に立って戦いました。 

しかし彼は、クリスチャンでありますから、そのような自分の中にも、大

地を汚染するに等しい魂に働きかけてくる悪魔の働きを感じました。 

「悪魔を退ける力なき者は、その身もまた悪魔なればなり、すでにすでに

その身悪魔にして、悪魔を退けるは難し。ここにおいて、懺悔洗礼を要す」 

これが彼の日記の最後です。どんなに自分を捨て、民衆のために戦っても、

自分はまだまだキリストの前に足らない……という思いがありました。洗礼

をもう一度受けたい、という位です。 

 

彼は単なる社会事業家、運動家ではなく、神に忠実に従って生きようとす

る人でした。 

「だれでもわたしについてきたいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架

を負ってわたしに従って来なさい」（マルコ伝9.34） 

 

本気で神に従う者に悪魔も激しく働くことがありますが、同時に、キリス

トの助けも豊かです。魂の大地を失わせる世の風潮に抵抗して、戦う信仰の

勇者が必要です。 
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★今週の予定 

12月10 日(木)  BLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：30− アバハウス3階 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス1・2・3階 

       手話礼拝  11:00- アバハウス1階(第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス2階 

       ろうあ者学び会 14:00- アバハウス3階（第三週日曜日） 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス２階 

★12月の予定 

6日(日) アドヴェント第2聖日礼拝 11：00- アバハウス2階 今井直喜師 

ミラクワ定期練習  15:00- アバハウス2階  

13日(日) アドヴェント第3聖日礼拝 11：00- アバハウス2階 加瀬宣雄師 

16日(水) ミラクワ定期練習  10:00- アバハウス2階 

20日(日) クリスマス礼拝 11：00- アバハウス1−3階 マプナ、ミラクワ特賛 

 感謝会 12：30− 1−3階に分かれて、昼食会 ※各自昼食持参 

24日(木) クリスマス・イヴ礼拝 19：30- アバハウス2階 キャンドル礼拝 

 27日(日) 2020年最終感謝礼拝 11：00- アバハウス2階 

 31日(木) 除夜祈祷会 17：00− アバハウス2階 

★ 2021年1月の予定 

 1日(金) 元旦礼拝 11：00− アバハウス2階  2日 ※アバハウス閉館 

 3日(日) 年頭聖日礼拝 11：00− アバハウス2階 4-6日 ※アバハウス閉館 

 

◆2020 年12月3日のBLD祈祷会出席者数   ≪合計19名≫ 

◆2020 年11月29日(日)の礼拝出席者数   ≪合計61名≫ 

  CS…5名 礼拝(ｱﾊﾞ)…27 名 礼拝(Zoom)…18 名 支援…11名 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 

〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 

  http://www.chuochapel.com 

    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


